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『
楚
辞
』
招
魂
篇
と
大
招
篇
の
四
方
描
写
に
つ
い
て
緒
百
醐
『
楚
辞
』
の
招
魂
篇
と
大
招
篇
師
、
い
ず
れ
も
「
魂
」
を
「
招
」
く
(
と
い
う
内
容
を
持
つ
作
品
で
あ
る
。
瀞
国
恩
氏
・
藤
野
岩
友
氏
は
、
両
町
篇
を
互
い
に
類
似
し
た
作
品
と
し
な
が
ら
も
、
大
招
篇
の
表
現
の
方
円
が
平
板
で
、
文
学
的
に
劣
る
と
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。
得
瀞
国
恩
氏
は
、
大
招
篇
を
、
招
魂
篇
を
模
倣
し
た
作
品
で
あ
っ
て
、
方
「
平
板
な
模
倣
」
で
あ
り
、
「
文
学
的
な
価
値
は
な
い
」
、
「
芸
術
上
極
仰
め
て
拙
い
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
苧
ま
た
、
藤
野
岩
友
氏
は
、
大
鵬
招
篇
の
表
現
に
つ
い
て
は
「
単
調
で
あ
り
、
平
板
で
あ
っ
て
、
文
学
式
的
呑
気
に
乏
し
い
。
敢
て
天
才
を
待
た
な
け
れ
ば
出
来
な
い
と
い
う
1
ζ
〔
3〕
篇
も
の
で
は
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
都
大
招
篇
の
表
現
の
方
が
平
板
で
あ
る
と
い
う
両
氏
の
評
価
は
、
大
剛
招
篇
に
、
招
魂
篇
と
は
異
な
る
特
徴
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
導
き
出
陣
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
、
両
篇
か
ら
何
箇
所
か
類
似
し
た
部
分
を
引
用
し
、
対
比
さ
せ
て
い
る
が
、
詳
し
い
比
較
検
I
討
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
平
板
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
、
具
田
島
花
野
体
的
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
に
基
づ
く
の
か
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
両
氏
以
外
で
も
、
従
来
の
招
魂
篇
お
よ
び
大
招
篇
の
研
究
に
お
い
て
、
両
篇
の
表
現
を
逐
一
比
較
し
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
大
招
篇
の
方
が
「
平
板
」
で
あ
る
と
い
っ
た
評
価
が
妥
当
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
具
体
的
に
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
両
篇
の
叙
述
を
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
比
較
に
当
た
っ
て
は
、
務
氏
・
藤
野
氏
が
四
方
を
叙
述
し
た
部
分
を
主
な
比
較
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
参
考
に
し
て
、
今
回
は
、
招
魂
篇
と
大
招
篇
の
四
方
を
叙
述
し
た
部
分
を
集
中
的
に
検
討
す
る
。
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
大
招
篇
の
表
現
が
両
氏
の
言
う
と
お
り
「
平
板
」
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
が
「
平
板
」
さ
を
生
ん
で
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
2 
第
章
東
方
描
写
第
一
章
第
一
節
招
魂
篇
の
東
方
描
写
魂
守
蹄
来
、
魂
よ
飾
り
来
た
れ
、
東
方
不
可
以
託
些
。
東
方
は
以
て
託
す
べ
か
ら
ず
。
長
人
千
初
、
長
人
は
千
初
、
唯
魂
是
索
些
。
惟
だ
魂
を
是
れ
索
む
。
十
日
代
出
、
十
日
代
わ
る
が
わ
る
出
で
、
流
金
銭
石
些
。
金
を
流
し
石
を
鎌
か
す
。
彼
皆
習
之
、
彼
は
皆
之
に
習
う
も
、
魂
往
必
稗
些
。
魂
往
か
ば
必
ず
稗
け
ん
。
蹄
来
蹄
来
、
蹄
り
来
た
れ
担
問
り
来
た
れ
、
不
可
以
託
些
。
以
て
託
す
べ
か
ら
ず
。
招
魂
篇
が
東
方
描
写
に
お
い
て
提
示
し
て
い
る
話
題
は
、
「
長
人
」
と
「
十
日
」
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
に
関
す
る
描
写
に
は
具
体
性
が
あ
り
、
特
に
魂
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
状
況
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
長
人
」
に
つ
い
て
の
描
写
は
「
長
人
は
千
仰
な
り
、
惟
れ
魂
を
是
れ
索
む
」
と
、
一
聯
二
句
九
百
い
で
行
わ
れ
る
。
文
章
が
仮
に
、
前
半
部
分
の
「
長
人
は
千
初
」
の
み
で
終
わ
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
「
長
人
」
は
魂
と
直
接
の
関
係
を
持
た
ず
、
遠
方
の
怪
異
を
述
べ
た
も
の
に
留
ま
る
。
し
か
し
続
け
て
後
半
部
分
で
「
惟
れ
魂
を
是
れ
索
む
」
と
「
長
人
」
が
魂
に
与
え
る
危
害
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
長
人
」
は
招
魂
篇
の
主
人
公
と
も
言
う
べ
き
「
魂
」
と
関
係
付
け
ら
れ
る
。
魂
に
と
っ
て
は
他
人
事
で
は
な
い
恐
る
べ
き
事
柄
と
な
る
の
で
あ
り
、
同
様
に
読
者
に
と
っ
て
も
恐
怖
感
の
あ
る
話
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
十
日
」
に
つ
い
て
は
、
四
句
二
聯
一
八
字
が
用
い
ら
れ
、
分
量
は
「
長
人
」
の
二
倍
で
あ
る
。
構
造
は
「
長
人
」
の
描
写
と
同
様
に
、
ま
ず
前
半
部
分
で
「
十
日
代
わ
る
が
わ
る
出
で
、
金
を
流
し
石
を
鎌
か
す
」
と
、
話
題
自
体
が
説
明
さ
れ
る
。
後
半
部
分
で
は
「
彼
は
皆
之
に
習
う
も
、
魂
往
か
ば
必
ず
稗
け
ん
」
と
、
「
十
日
」
の
熱
が
魂
に
対
し
て
脅
威
で
あ
る
己
と
が
表
さ
れ
る
。
一
聯
目
第
二
句
の
「
金
を
流
し
石
を
鎌
か
す
(
流
金
繰
石
こ
は
、
匂
中
で
対
表
現
を
取
っ
て
い
る
。
己
れ
自
体
で
「
十
日
」
が
大
変
な
高
温
を
も
た
ら
す
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
後
に
重
ね
て
「
魂
往
か
ば
必
ず
稗
け
ん
」
と
述
べ
る
こ
と
で
、
金
石
を
と
か
す
熱
さ
は
、
魂
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
事
柄
と
な
る
の
で
あ
る
。
全
体
の
構
造
を
見
る
と
、
冒
頭
が
「
魂
よ
蹄
り
来
た
れ
、
東
方
は
以
て
託
す
べ
か
ら
ず
。
(
魂
A
h
d
時
師
来
、
東
方
不
可
以
託
些
。
)
」
、
末
尾
が
「
飾
り
来
た
れ
蹄
り
来
た
れ
、
以
て
託
す
べ
か
ら
ず
。
(
蹄
来
蹄
来
、
不
可
以
託
些
。
)
」
で
あ
る
。
冒
頭
一
句
目
と
末
尾
一
句
自
に
は
、
「
蹄
来
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
共
通
し
、
冒
頭
二
句
目
と
末
尾
二
句
目
に
は
「
不
可
以
託
些
」
と
い
う
文
句
が
共
通
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
南
方
・
北
方
の
冒
頭
と
末
尾
に
も
、
東
方
描
写
の
冒
頭
と
末
尾
と
よ
く
似
た
句
が
登
場
し
て
い
る
。
東
・
南
・
北
の
冒
頭
と
末
尾
の
部
分
は
定
型
句
で
あ
る
と
い
え
る
。
東
方
の
場
合
は
、
首
尾
の
定
型
句
の
聞
に
、
二
句
一
聯
の
「
長
人
」
の
話
題
と
、
四
句
二
聯
の
「
十
日
」
の
二
つ
の
話
題
が
並
列
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
章
第
二
節
大
招
篇
の
東
方
描
写
鳴
東
有
大
海
、
東
に
大
海
有
り
、
日
ゅ
う
ゅ
う
(
溺
水
激
激
只
。
溺
水
激
激
た
り
。
て
ち
V
腕
龍
並
流
、
腕
龍
並
び
流
れ
、
口
上
下
悠
悠
只
。
上
下
す
る
こ
と
悠
悠
た
り
。
鵬
霧
雨
露
出
、
霧
雨
明
唱
団
と
し
て
、
方
自
陪
膝
只
。
白
く
崎
勝
た
り
。
佃
魂
摩
無
東
、
魂
よ
東
す
る
無
か
れ
、
臨
湯
谷
寂
只
。
湯
谷
寂
た
り
。
は
続
い
て
大
招
篇
の
東
方
描
写
を
検
討
す
る
と
、
大
招
篇
に
は
、
招
精
魂
篇
よ
り
も
、
話
題
が
多
く
含
ま
れ
る
。
「
大
海
」
「
溺
水
」
「
嶋
龍
」
臨
「
湯
谷
」
の
四
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
天
候
要
素
の
「
霧
雨
」
を
刑
加
え
る
と
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
四
一
聯
目
は
「
大
海
」
と
「
溺
水
」
に
つ
い
て
の
話
題
で
、
「
東
に
大
海
有
り
、
溺
水
淑
激
た
り
」
と
、
一
聯
ニ
句
九
字
で
述
べ
ら
れ
3
る
。
一
句
自
の
「
大
海
」
に
関
し
て
は
直
接
に
描
写
す
る
語
句
が
な
く
、
ニ
句
自
の
「
溺
水
」
は
「
激
倣
」
と
い
う
重
言
の
み
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
王
逸
は
「
東
方
に
大
海
有
り
、
由
民
遠
に
し
て
涯
無
く
、
其
の
水
津
溺
に
し
て
、
寓
物
を
沈
波
し
、
度
越
す
べ
か
ら
ず
。
(
東
方
有
大
海
、
鹿
遠
無
涯
、
其
水
津
溺
、
沈
波
寓
物
、
不
可
度
越
。
)
」
と
注
し
、
「
大
海
」
の
水
が
「
溺
水
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
「
激
激
」
に
つ
い
て
は
、
王
逸
注
に
「
激
激
、
流
る
る
貌
な
り
(
激
激
、
流
貌
也
こ
と
あ
り
、
「
万
物
を
溺
れ
さ
せ
る
溺
水
は
激
赦
と
流
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
二
聯
目
は
「
麟
龍
」
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
り
、
「
蛸
龍
並
び
流
れ
、
上
下
す
る
こ
と
悠
悠
た
り
。
」
と
あ
る
。
「
悠
悠
」
は
重
言
で
、
王
逸
は
「
悠
悠
、
麟
龍
の
行
く
貌
な
り
(
悠
悠
、
嶋
龍
行
貌
也
)
」
と
解
説
す
る
こ
と
か
ら
、
二
句
目
は
「
上
下
し
て
悠
々
と
流
れ
て
い
る
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
全
体
の
分
量
は
一
聯
二
句
九
字
で
あ
り
、
一
つ
の
話
題
に
対
す
る
描
写
と
し
て
は
、
大
招
篇
の
東
方
描
写
の
中
で
最
も
長
三
聯
目
は
「
霧
雨
淫
淫
と
し
て
、
白
く
暗
惨
た
り
。
」
と
、
一
聯
二
匂
八
字
で
あ
る
。
一
句
目
で
は
「
霧
雨
」
が
「
淫
淫
」
と
い
う
重
一
盲
で
描
写
さ
れ
、
二
句
自
に
は
「
白
く
階
惨
た
り
」
と
、
畳
韻
の
語
「
陪
膝
」
が
登
場
す
る
。
「
淫
淫
」
と
「
陪
謬
」
は
、
王
逸
注
に
は
「
淫
淫
、
流
る
る
貌
な
り
(
淫
淫
、
流
貌
也
)
」
、
「
培
勝
、
水
凍
る
貌
な
り
(
陪
謬
、
水
凍
貌
也
)
」
と
あ
り
、
し
た
が
っ
て
三
聯
自
の
全
体
の
意
味
は
「
霧
雨
は
淫
淫
と
流
れ
て
お
り
、
白
く
凍
っ
て
い
る
」
と
な
4 
る
。
こ
れ
ら
の
こ
句
に
は
、
天
候
・
気
候
に
関
す
る
話
題
で
あ
る
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
。
四
聯
目
は
、
前
半
が
「
魂
よ
東
す
る
無
か
れ
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
定
型
句
で
あ
る
。
後
半
の
「
湯
谷
寂
た
り
」
で
は
、
「
湯
谷
」
に
つ
い
て
は
、
一
字
の
形
駄
語
「
寂
」
の
み
で
描
写
さ
れ
る
。
一
聯
二
句
八
字
で
あ
り
、
「
魂
よ
東
へ
行
く
な
、
湯
谷
は
物
寂
し
い
の
だ
か
ら
」
と
い
う
意
味
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
体
の
構
造
を
見
る
と
、
冒
頭
に
あ
る
べ
き
「
魂
よ
東
す
る
無
か
れ
(
魂
摩
無
東
)
」
の
一
句
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
全
四
聯
が
各
二
句
ず
つ
に
揃
う
獲
然
と
し
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
「
魂
摩
無
東
」
の
匂
を
補
う
と
す
れ
ば
、
冒
頭
の
み
が
三
句
一
聯
と
な
り
、
ま
た
、
冒
頭
と
最
後
か
ら
二
句
目
は
と
も
に
「
魂
摩
無
東
」
と
い
う
全
く
同
じ
定
型
句
と
な
る
。
第
一
章
第
三
節
招
魂
篇
と
大
招
篇
の
東
方
描
写
の
比
較
両
篇
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
と
、
ま
ず
招
魂
篇
の
一
句
目
「
魂
よ
蹄
り
来
た
れ
(
魂
守
蹄
来
)
」
と
大
招
篇
の
一
句
目
の
「
魂
よ
東
す
る
無
か
れ
(
魂
摩
無
東
)
」
で
は
、
「
魂
今
」
、
「
魂
摩
」
と
「
魂
」
に
呼
び
か
け
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
続
い
て
招
魂
篇
二
句
目
の
「
東
方
は
以
て
託
す
べ
か
ら
ず
」
と
大
招
篇
の
引
用
部
分
冒
頭
の
「
魂
よ
東
す
る
無
か
れ
」
で
は
、
「
東
」
に
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
内
容
が
共
通
す
る
。
引
用
部
分
後
半
、
招
魂
篇
の
「
蹄
り
来
た
れ
蹄
り
来
た
れ
、
以
て
託
す
べ
か
ら
ず
」
と
大
招
篇
の
「
魂
よ
東
す
る
無
か
れ
、
湯
谷
寂
た
り
」
の
部
分
で
は
、
字
句
の
上
で
の
共
通
点
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
魂
を
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
主
旨
は
同
じ
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
招
魂
篇
の
首
尾
と
大
招
篇
の
首
尾
の
聞
に
は
、
幾
つ
か
の
共
通
点
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
両
篇
の
首
尾
は
定
型
句
で
あ
り
、
定
型
句
の
部
分
だ
け
を
挙
げ
て
、
全
体
が
類
似
し
て
い
る
と
見
な
す
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
両
篇
に
お
い
て
、
冒
頭
部
分
と
末
尾
部
分
に
挟
ま
れ
た
中
間
部
分
に
は
異
な
る
点
が
多
〈
、
こ
の
中
間
部
分
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、
全
体
が
類
似
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
、
お
も
に
両
篇
の
中
間
部
分
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
一
つ
の
話
題
描
写
に
配
分
さ
れ
る
字
数
は
ど
う
か
。
招
魂
篇
の
「
長
人
」
の
描
写
に
は
こ
句
九
字
が
、
「
十
日
」
の
描
写
に
は
四
句
十
八
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
費
や
さ
れ
て
い
る
。
大
招
篇
で
は
一
聯
自
の
「
大
海
」
に
関
す
る
話
題
、
二
聯
自
の
「
鵬
龍
」
の
話
題
、
一
ニ
聯
目
の
「
霧
雨
」
以
下
の
天
候
に
関
す
る
話
題
に
そ
れ
ぞ
れ
二
句
八
1
九
字
が
費
や
さ
れ
、
招
魂
篇
の
「
長
人
」
の
話
題
と
ほ
ぽ
同
じ
分
重
で
あ
る
。
招
魂
篇
の
「
十
日
」
ほ
ど
の
長
さ
で
描
写
さ
れ
た
話
題
は
存
在
し
な
い
。
最
後
の
「
湯
谷
」
に
至
っ
て
は
一
句
四
字
し
か
配
分
さ
れ
て
い
な
い
。
話
題
の
数
は
大
招
篇
の
方
が
多
く
、
一
つ
の
話
題
を
描
写
す
る
字
数
は
招
魂
篇
の
方
が
多
い
。
さ
ら
に
、
招
魂
篇
で
は
形
状
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
大
招
篇
で
は
、
一
字
の
形
状
語
が
「
白
」
、
「
寂
」
の
二
例
、
重
言
や
畳
韻
と
い
っ
た
二
字
の
形
状
語
は
四
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
字
の
形
状
語
の
多
用
は
大
招
篇
の
東
方
描
写
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
ぞ
っ
か
。
ゅ
う
大
招
篇
の
一
聯
目
と
二
聯
目
で
は
、
偶
数
句
末
に
そ
れ
ぞ
れ
「
散
防
う激
」
、
「
悠
悠
」
と
、
重
言
を
置
い
て
押
韻
す
る
点
が
共
通
し
て
お
り
、
文
章
の
形
式
が
整
っ
て
見
え
る
。
し
か
し
一
聯
目
末
尾
で
「
溺
水
」
を
醐
描
写
し
た
「
搬
出
は
、
洪
興
祖
『
補
注
』
に
「
紙
、
音
悠
」
と
あ
(
る
こ
と
か
ら
、
二
聯
目
末
尾
で
「
蛸
龍
」
を
描
写
し
た
「
悠
悠
」
と
川
は
表
記
こ
そ
違
え
同
音
と
な
る
。
同
音
の
語
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
文
口
章
を
目
で
読
む
場
合
は
と
も
か
く
、
朗
請
し
た
場
合
に
は
単
調
さ
を
師
生
じ
か
ね
な
い
。
こ
の
二
聯
の
末
尾
は
音
韻
の
面
で
は
変
化
に
乏
し
方
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
E
こ
2
3
例
続
く
三
聯
目
で
は
、
二
匂
固
に
「
陪
膝
」
と
畳
韻
が
あ
る
の
み
な
欄
ら
ず
一
句
目
に
も
「
護
団
」
と
重
言
を
用
い
て
い
る
。
は
以
上
の
四
例
で
は
、
重
言
・
霊
闘
が
句
の
末
尾
(
「
只
」
を
除
く
)
穏
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
句
形
が
繰
り
返
さ
れ
、
結
果
と
概
し
て
単
調
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
判
右
の
よ
う
に
大
招
篇
が
形
状
語
を
多
用
す
る
に
対
し
、
招
魂
篇
は
開
形
状
語
を
全
く
用
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
動
部
を
多
用
し
て
い
る
。
「
索
」
、
「
出
」
、
「
流
」
、
「
鎌
」
、
「
習
」
、
「
稗
」
と
六
例
の
動
詞
を
用
い
、
5
具
体
的
な
動
作
を
述
べ
て
い
る
。
大
招
篇
の
中
で
は
、
動
詞
が
「
並
」
「
流
」
、
「
上
下
」
と
三
例
用
い
ら
れ
る
。
叙
述
形
式
は
、
ど
う
か
。
招
魂
篇
で
は
一
つ
の
話
題
に
対
し
て
前
後
二
段
構
造
の
叙
述
形
式
が
見
ら
れ
た
。
叙
述
の
前
半
で
話
題
自
体
に
つ
い
て
説
明
し
、
叙
述
の
後
半
で
「
魂
」
の
語
を
提
示
し
、
魂
や
人
に
対
す
る
危
害
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
大
招
篇
は
、
定
型
句
の
「
塊
よ
東
す
る
無
か
れ
」
以
外
に
は
全
く
「
魂
」
に
言
及
せ
ず
、
魂
や
人
に
対
す
る
直
接
の
危
害
を
述
べ
る
こ
と
も
な
い
。
招
魂
篇
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
前
後
二
段
構
え
の
構
造
も
見
ら
れ
な
い
。
第
節
南
方
描
写
第
二
節
第
一
章
魂
守
蹄
来
、
南
方
不
可
以
止
些
。
離
題
黒
歯
、
得
人
肉
而
組
、
以
其
骨
為
醗
些
。
腹
蛇
繋
菜
、
封
狐
千
里
些
。
雄
抽
出
九
首
、
往
来
僚
忽
、
呑
人
以
益
其
心
些
。
招
魂
篇
の
南
方
描
写
魂
よ
錦
り
来
た
れ
、
南
方
は
以
て
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
題
に
雌
り
歯
を
黒
く
し
、
人
肉
を
得
て
紀
り
、
し
お
か
ら
其
の
骨
を
以
て
臨
と
為
す
。
腹
蛇
は
葉
繋
と
し
て
、
封
狐
は
千
星
。
雄
魁
は
九
首
、
往
来
俄
忽
と
し
て
、
人
を
呑
ん
で
以
て
其
の
心
を
益
す
。
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蹄
来
蹄
来
、
飾
り
来
た
れ
蹄
り
来
た
れ
、
不
可
以
久
淫
些
。
以
て
久
し
く
淫
す
べ
か
ら
ず
。
招
魂
篇
の
南
方
描
写
に
は
「
離
題
黒
歯
」
の
人
、
「
腹
蛇
」
、
「
封
狐
」
、
「
雄
抽
出
」
の
四
種
類
の
話
題
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
「
雌
題
黒
歯
」
と
「
雄
魁
」
に
つ
い
て
の
記
述
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
句
一
五
字
を
費
や
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
腹
蛇
」
と
「
封
狐
」
の
描
写
は
そ
れ
ぞ
れ
一
句
、
実
質
四
字
を
用
い
る
の
み
で
、
簡
素
で
あ
る
。
「
隊
題
黒
歯
」
に
つ
い
て
は
「
題
に
彫
り
歯
を
黒
く
し
、
人
肉
を
得
て
肥
り
、
其
の
骨
を
以
て
瞳
と
為
す
」
と
述
べ
る
。
「
離
題
黒
歯
」
に
関
し
て
王
逸
は
「
南
極
の
人
、
其
の
領
に
隣
室
し
、
歯
牙
口
重
く
黒
し
(
南
極
之
人
、
雌
輩
其
領
、
歯
牙
蓋
黒
)
」
と
注
釈
す
る
。
こ
の
表
現
は
、
南
方
の
人
が
、
「
額
に
入
れ
墨
し
、
歯
を
黒
く
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
句
中
対
を
な
し
て
い
る
。
加
え
て
、
『
補
注
』
が
引
く
『
礼
記
』
玉
制
「
雌
題
」
の
鄭
玄
注
「
彫
は
、
文
な
り
。
其
の
肌
に
刻
み
、
で
ヲ
丹
青
を
以
て
之
を
浬
す
る
を
謂
う
。
(
彫
、
文
。
謂
刻
其
肌
、
以
丹
背
湿
之
。
)
」
に
従
え
ば
、
こ
の
入
れ
曇
は
色
彩
を
帯
び
た
も
の
で
、
下
二
字
の
「
黒
歯
」
と
の
潜
在
的
な
色
彩
対
を
喚
起
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
雄
魅
」
に
関
し
て
は
「
雄
魁
は
九
首
、
往
来
俄
忽
と
し
て
、
人
を
呑
ん
で
以
て
其
の
心
を
益
す
」
と
あ
る
。
岡
村
繁
氏
は
、
招
魂
篇
の
「
雄
抽
出
九
首
」
と
天
間
篇
の
「
雄
旭
九
首
」
を
類
似
句
と
し
て
挙
げ
る
。
ま
た
、
藤
野
氏
は
招
魂
篇
の
「
雄
魁
九
首
」
と
天
間
鯖
の
「
雄
魁
九
首
」
を
共
通
す
る
「
神
話
」
と
し
て
挙
げ
る
。
招
魂
篇
の
前
半
ニ
句
は
、
天
間
篇
の
「
雄
砲
は
九
首
、
僚
忽
と
し
て
町
に
在
る
(
雄
魁
九
首
、
係
忽
駕
在
ご
と
酷
似
し
て
い
る
。
天
間
篇
の
方
の
王
逸
注
に
は
「
魁
は
、
蛇
の
別
名
な
り
。
傾
忽
、
電
光
な
り
。
言
一
う
こ
と
ろ
は
雄
魁
有
り
て
、
一
身
九
頭
、
速
き
こ
と
電
光
に
及
ぶ
、
皆
何
れ
の
在
る
所
ぞ
(
脂
、
蛇
別
名
也
。
俄
忽
、
電
光
也
。
吾
=
一
一
回
有
雄
理
、
一
身
九
頭
、
速
及
電
光
、
皆
何
所
在
乎
。
)
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
す
れ
ば
、
招
魂
篇
の
畳
韻
の
語
「
傑
忽
」
も
「
電
光
の
よ
う
に
す
ば
や
い
き
ま
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
招
魂
篇
の
「
雄
胞
は
九
首
、
往
来
僚
忽
と
し
て
」
と
、
天
間
篇
の
「
雄
理
は
九
首
、
保
忽
と
し
て
駕
に
在
る
」
は
確
か
に
酷
似
し
て
い
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、
招
魂
篇
が
さ
ら
に
一
句
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
人
を
呑
ん
で
以
て
其
の
心
を
益
す
」
の
一
句
で
あ
る
。
こ
の
一
句
に
よ
っ
て
、
「
雄
肱
」
を
魂
に
と
っ
て
脅
威
性
を
増
し
た
存
在
に
変
化
さ
せ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
招
魂
篇
は
、
身
体
か
ら
離
散
し
た
魂
を
招
き
返
す
と
い
う
目
的
に
沿
っ
て
、
効
果
的
に
作
成
・
編
集
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
離
題
黒
歯
」
の
直
後
に
も
、
「
人
肉
を
得
て
:
」
と
あ
る
。
「
離
題
黒
歯
」
の
人
は
「
人
肉
」
で
祭
り
人
の
「
骨
」
を
食
べ
る
存
在
、
「
雄
抽
出
」
は
「
人
」
を
呑
む
存
在
で
あ
る
。
と
も
に
人
間
の
魂
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
相
手
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
描
写
に
は
、
魂
に
対
す
る
直
接
の
脅
威
が
含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
「
妓
蛇
」
と
「
封
狐
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
「
腹
蛇
」
と
「
封
狐
」
は
上
述
の
「
雌
題
黒
歯
」
と
「
雄
抽
出
」
の
話
題
に
挟
ま
れ
る
位
置
に
置
か
れ
、
両
者
合
わ
せ
て
こ
句
一
聯
と
な
っ
て
い
る
。
「
腹
蛇
」
は
「
腹
蛇
は
葉
薬
と
し
て
」
と
描
写
さ
れ
る
。
王
逸
は
、
ま
ず
「
腹
」
を
「
大
蛇
」
で
あ
る
と
解
釈
し
た
上
で
、
「
腹
蛇
」
は
「
腹
溜
悪
蛇
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
描
写
に
用
い
ら
れ
る
の
は
重
雪
一
回
「
薬
薬
」
の
み
で
あ
り
、
王
逸
の
「
葉
襲
、
積
み
衆
ま
る
の
貌
な
り
(
薬
鵬
葉
、
積
一
衆
之
貌
)
」
と
い
う
注
に
よ
れ
ば
、
「
う
よ
う
よ
と
集
ま
っ
て
(
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
川
「
封
狐
」
は
「
封
狐
は
千
里
」
と
あ
り
、
「
千
里
」
は
、
王
逸
注
に
的
「
又
た
大
狐
有
り
、
健
走
し
、
千
里
に
食
を
求
む
。
逢
遇
す
べ
か
ら
拝
ざ
る
な
り
(
又
有
大
狐
、
健
走
、
千
里
求
食
。
不
可
逢
遇
也
)
」
と
解
明
川
釈
さ
れ
て
お
り
、
「
千
里
を
走
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
話
。
似
二
句
で
一
聯
を
な
し
て
い
る
「
娘
蛇
」
と
「
封
狐
」
と
は
互
い
に
欄
は
っ
き
り
と
し
た
関
連
を
持
つ
河
お
ら
ず
、
こ
の
一
聯
は
単
に
怪
異
は
を
羅
列
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
刻
。
漏
全
体
の
形
を
見
る
と
、
首
尾
は
東
方
と
同
じ
く
「
魂
よ
婦
り
来
た
筋
れ
、
南
方
は
以
て
止
ま
る
べ
か
ら
ず
(
魂
今
蹄
来
、
南
方
不
可
以
止
刑
些
。
)
」
と
「
蹄
り
来
た
れ
婦
り
来
た
れ
、
以
て
久
し
く
淫
す
べ
か
ら
陪
ず
。
(
蹄
来
蹄
来
、
不
可
以
久
淫
些
。
ご
と
い
う
定
型
句
で
構
成
さ
れ
る
。
中
間
部
分
は
、
一
聯
三
句
の
「
離
題
黒
歯
」
の
人
の
話
題
と
、
一
7
聯
三
句
の
「
雄
魁
」
に
関
す
る
話
題
の
二
つ
が
主
要
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
聞
に
「
腹
蛇
は
葉
繋
」
と
「
封
狐
は
千
里
」
と
い
う
二
つ
の
短
い
話
題
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
一
聯
二
句
の
「
腹
蛇
」
と
「
封
狐
」
が
聞
に
挟
ま
れ
る
と
と
で
、
前
と
後
の
一
聯
三
句
の
、
相
対
的
に
長
い
描
写
が
よ
り
際
立
つ
と
考
え
ら
れ
討
。
第
二
章
第
二
節
大
招
の
南
方
描
写
魂
摩
無
南
、
魂
よ
南
す
る
無
か
れ
、
南
有
炎
火
千
里
、
南
に
炎
火
の
千
里
な
る
有
り
、
腹
蛇
挺
只
。
腹
蛇
艇
た
り
。
山
林
険
除
、
山
林
除
険
に
し
て
、
え
ん
虎
豹
腕
只
。
虎
豹
腕
た
り
。
鯛
鱗
短
狐
、
縞
備
・
短
狐
、
け
ん
王
抽
出
務
只
。
王
胞
務
た
り
。
魂
厚
無
南
、
魂
よ
南
す
る
無
か
れ
、
蛾
傷
弱
只
。
蛾
胞
を
傷
つ
け
ん
。
大
招
篇
の
南
方
描
写
に
は
八
つ
の
話
題
、
「
炎
火
」
「
腹
蛇
」
「
山
林
」
「
虎
豹
」
「
鱗
鱗
」
「
短
狐
」
「
王
魁
」
「
蛾
」
が
登
場
す
る
。
二
句
自
の
「
炎
火
」
は
「
南
に
炎
火
の
千
里
な
る
有
り
」
と
綴
ら
れ
、
王
逸
注
に
「
南
方
の
太
陽
、
火
を
積
む
こ
と
千
里
な
る
有
り
(
南
方
太
陽
、
有
積
火
千
里
)
」
と
あ
る
。
と
こ
の
「
千
里
」
は
、
招
魂
篇
の
「
封
狐
は
千
里
を
走
る
」
と
は
異
な
り
、
「
炎
火
」
が
千
里
に
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
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三
句
目
に
は
「
岐
蛇
艇
た
り
」
と
あ
る
。
「
妓
蛇
」
は
、
招
魂
篇
の
「
妓
蛇
」
と
同
じ
で
あ
り
、
王
逸
は
「
悪
蛇
」
と
解
釈
す
る
。
ま
た
「
艇
」
に
つ
い
て
、
王
逸
は
「
艇
、
長
き
貌
な
り
(
艇
、
長
貌
也
こ
と
す
る
。
五
句
目
、
「
虎
豹
」
の
「
虎
豹
腕
た
日
」
に
つ
い
て
王
逸
は
「
又
た
虎
豹
多
く
、
旬
旬
す
る
こ
と
腕
挺
た
り
、
以
て
人
を
候
伺
す
る
な
り
。
(
又
多
虎
豹
、
旬
旬
腕
艇
、
以
候
伺
人
也
。
)
」
と
述
べ
る
。
ま
た
六
句
自
の
「
鱗
鱗
」
、
「
短
狐
」
に
関
し
て
王
逸
は
「
復
た
鯛
備
・
鬼
蛾
有
り
、
射
て
人
を
傷
害
す
O
(
復
有
鱗
備
鬼
娘
、
射
傷
害
人
。
)
」
と
述
べ
る
。
王
逸
は
、
乙
れ
ら
が
人
間
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
だ
が
、
本
文
を
読
む
限
り
で
は
、
招
魂
篇
南
方
に
お
け
る
「
雌
題
黒
歯
」
や
「
雄
胞
」
の
描
写
の
よ
う
な
、
人
へ
の
直
接
の
危
害
を
あ
ら
わ
す
語
句
は
見
当
た
ら
な
い
。
七
句
目
、
「
王
理
」
の
「
王
抽
出
鋳
た
り
」
に
つ
い
て
王
逸
は
、
「
王
魁
」
を
「
大
蛇
」
と
し
、
「
籍
、
頭
を
血
中
ぐ
る
貌
な
り
(
察
、
鼎
中
頭
貌
也
)
」
と
述
べ
る
。
九
句
目
の
「
蛾
」
は
「
蛾
弱
を
傷
つ
け
ん
」
と
「
弱
」
に
言
及
し
、
人
の
魂
に
対
す
る
威
嚇
を
示
し
て
い
る
。
大
招
篇
の
四
方
描
写
の
中
で
、
魂
や
人
に
関
連
す
る
語
句
を
登
場
さ
せ
て
危
害
を
述
べ
る
の
は
、
こ
れ
が
唯
一
の
例
で
あ
る
。
句
形
に
注
目
し
て
み
る
と
、
三
句
目
の
「
腹
蛇
艇
た
り
(
へ
ビ
や
マ
ム
シ
が
長
々
と
這
っ
て
い
る
)
」
、
五
匂
目
の
「
虎
豹
腕
た
り
(
虎
や
豹
が
歩
い
て
い
る
)
」
、
七
句
自
の
「
玉
湿
器
た
り
(
大
蛇
が
鎌
首
を
持
ち
上
げ
て
い
る
)
」
は
同
じ
句
形
で
あ
り
、
「
挺
」
「
腕
〕
「
森
」
と
一
字
の
形
状
語
を
用
い
て
描
写
し
て
い
る
。
次
に
、
話
題
の
種
類
を
見
て
み
よ
う
。
六
句
目
の
「
鯛
鰯
」
、
「
短
狐
」
、
九
匂
目
の
「
蛾
」
に
つ
い
て
は
、
王
逸
が
「
鱗
柿
酬
は
、
短
狐
の
類
な
り
。
短
狐
は
、
鬼
蛾
な
り
(
網
飾
、
短
狐
類
也
。
短
狐
、
鬼
蛾
也
)
」
、
ま
た
「
蛾
は
、
短
狐
な
り
(
蛾
、
短
狐
也
)
」
と
述
べ
て
い
る
。
王
逸
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
つ
の
話
題
は
同
類
の
生
物
と
な
る
。
一
方
で
洪
興
祖
『
補
注
』
は
、
「
鱗
」
と
「
備
」
を
そ
れ
ぞ
れ
魚
で
あ
る
と
す
る
。
魚
類
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
短
狐
」
の
類
と
と
も
に
水
生
生
物
と
な
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
同
類
の
話
題
の
名
称
を
羅
列
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
漢
賦
の
表
鵬
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
漢
賦
の
場
合
な
ら
ば
、
恐
ら
く
「
綿
舗
と
短
狐
」
と
同
類
の
「
蛾
」
と
を
並
列
し
て
挙
げ
る
で
あ
ろ
う
が
、
大
招
篇
で
は
そ
こ
ま
で
集
中
し
た
羅
列
に
は
至
ら
な
い
。
六
句
目
「
鱗
備
と
短
狐
」
と
、
九
句
目
「
蛾
」
と
の
聞
に
は
、
「
王
抽
出
」
の
話
題
と
定
型
匂
「
魂
よ
南
す
る
無
か
れ
」
が
挟
ま
っ
て
、
話
題
を
分
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
句
自
の
「
腹
蛇
」
と
七
句
目
の
「
王
溜
」
は
、
王
逸
注
に
従
え
ば
と
も
に
蛇
類
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
は
三
句
を
隔
て
て
お
り
、
こ
乙
で
も
同
類
の
も
の
を
連
続
し
て
述
べ
る
こ
と
は
さ
れ
て
い
な
し
。全
体
の
構
成
を
見
れ
ば
、
冒
頭
の
「
魂
よ
南
す
る
無
か
れ
」
は
定
型
句
で
あ
る
。
続
く
「
南
に
炎
火
の
千
里
な
る
有
り
、
腹
蛇
挺
た
り
」
の
「
炎
火
」
と
「
娘
蛇
」
は
、
大
招
篇
の
東
方
描
写
の
冒
頭
「
大
海
」
と
「
溺
水
」
の
よ
う
に
密
接
な
関
連
性
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、
別
個
の
話
題
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
ま
で
が
三
句
一
聯
と
な
っ
て
お
り
、
冒
頭
が
三
句
一
聯
な
の
は
大
招
篇
の
西
方
・
北
方
と
同
様
で
あ
る
。
ニ
聯
目
の
「
山
林
除
隆
に
し
て
、
虎
豹
腕
た
り
」
は
「
山
林
の
険
し
く
狭
い
中
に
、
虎
豹
が
歩
き
回
る
」
の
よ
闘
う
に
互
い
に
関
連
し
た
一
ま
と
ま
り
の
話
題
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
(
ょ
う
。
三
聯
目
「
鍋
鰍
・
短
狐
、
玉
胞
務
た
り
」
は
、
前
半
が
鬼
川
蛾
の
類
で
あ
る
「
鯛
備
」
と
「
短
狐
」
の
名
称
の
羅
列
、
後
半
は
「
王
問
題
鋳
た
り
(
大
蛇
が
鎌
首
を
も
ち
ト
市
り
て
い
る
こ
と
蛇
類
「
王
魁
」
慌
の
話
題
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
も
関
連
性
を
見
出
し
が
た
い
。
最
後
に
方
再
び
定
型
句
「
魂
よ
南
す
る
無
か
れ
」
が
繰
り
返
さ
れ
た
後
、
そ
の
四
理
由
と
し
て
「
蛾
」
の
人
に
及
ぽ
す
危
害
が
述
べ
ら
れ
る
。
欄
描
写
の
分
量
が
最
も
多
い
題
材
で
も
「
山
林
険
隆
に
し
て
、
虎
は
豹
腕
た
り
」
の
一
聯
二
句
八
字
に
止
ま
る
。
そ
の
他
は
「
南
有
炎
筋
火
千
里
」
が
一
句
六
字
で
あ
る
の
を
除
き
、
全
て
四
字
一
句
で
あ
り
、
知
一
句
毎
に
話
題
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
話
題
の
種
類
に
は
刑
富
む
が
、
関
連
性
・
連
続
性
に
は
乏
し
い
一
段
と
な
っ
て
い
る
。
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招
魂
篇
と
大
招
篇
の
南
方
描
写
の
比
較
一
つ
の
話
題
当
た
り
の
字
数
を
比
較
す
る
と
、
招
魂
篇
で
は
、
「
隊
題
黒
歯
」
と
「
雄
魅
」
に
一
一
一
句
一
五
字
を
、
「
腹
蛇
」
と
「
封
狐
」
に
は
一
句
四
1
五
字
を
用
い
る
。
大
招
篇
で
は
、
二
聯
目
の
「
山
林
」
と
「
虎
豹
」
の
話
題
に
二
句
八
字
を
、
「
炎
火
」
に
は
一
句
六
字
を
、
「
腹
蛇
」
「
鯛
姉
・
短
狐
」
、
「
王
池
」
、
「
蛾
」
に
は
一
句
四
字
を
用
い
る
。
招
魂
篇
の
方
が
一
つ
の
話
題
に
多
く
の
字
数
を
割
い
て
お
り
、
話
題
数
は
大
招
篇
の
方
が
多
い
。
南
方
描
写
に
お
い
て
、
重
言
や
畳
韻
な
ど
の
二
字
の
形
状
語
に
関
し
て
は
、
招
魂
篇
が
ニ
例
、
霊
-
=
一
一
回
「
薬
薬
」
と
畳
韻
「
僚
忽
」
を
用
い
て
お
り
、
大
招
篇
に
重
言
や
畳
韻
は
無
い
。
招
魂
篇
が
重
言
を
用
い
て
い
る
点
は
、
招
魂
篇
の
東
方
と
は
異
な
り
、
大
招
篇
の
東
方
と
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
一
字
の
形
状
語
は
、
大
招
篇
が
「
艇
」
「
腕
」
「
森
」
と
三
例
を
用
い
る
の
に
対
し
、
招
魂
篇
は
全
く
用
い
て
い
な
い
。
一
方
動
詞
は
、
招
魂
篇
が
「
得
」
、
「
租
」
、
「
為
」
、
「
往
来
」
、
「
呑
」
、
「
益
」
と
六
例
を
用
い
る
の
に
対
し
、
大
招
篇
は
「
傷
」
と
一
例
し
か
用
い
な
い
。
招
魂
篇
に
は
形
状
語
が
少
な
く
動
詞
が
多
く
、
大
招
篇
に
は
形
状
語
が
多
く
動
詞
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
魂
に
対
す
る
危
害
に
つ
い
て
の
叙
述
に
は
、
両
篇
の
聞
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
招
魂
篇
南
方
の
「
雌
題
黒
歯
」
や
「
雄
魁
」
の
叙
述
に
は
、
ま
ず
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
し
か
る
後
に
魂
へ
の
危
害
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
「
難
題
黒
歯
」
の
人
の
場
合
は
、
「
額
に
入
れ
墨
し
、
歯
を
黒
く
す
る
」
と
い
う
風
習
や
容
姿
が
示
さ
れ
た
後
、
「
人
肉
を
祭
-
紀
の
供
物
に
し
、
人
骨
で
シ
オ
カ
ラ
を
。
作
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
「
雄
魁
」
の
場
合
は
、
「
九
つ
の
頭
」
を
持
ち
「
往
来
が
素
早
い
」
と
い
う
様
子
に
続
い
て
、
「
人
を
呑
み
こ
ん
で
心
臓
を
強
く
す
る
」
と
い
う
行
動
が
描
写
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
前
後
二
段
構
造
は
、
先
に
見
た
招
魂
篇
東
方
の
「
長
人
」
や
「
十
日
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
招
篇
の
「
蛾
」
の
場
合
は
、
「
蛾
射
を
傷
つ
け
ん
(
蛾
が
身
を
傷
つ
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
述
べ
る
だ
げ
で
あ
る
。
話
題
自
体
を
説
明
す
る
前
段
部
分
が
な
く
、
後
半
部
分
に
当
た
る
威
嚇
の
叙
述
も
簡
素
で
あ
る
。
本
文
を
読
む
限
り
に
お
い
て
は
、
「
蛾
」
が
ど
の
よ
う
な
形
状
・
性
質
の
生
物
で
、
ど
の
よ
う
に
人
間
の
身
に
危
害
を
与
え
る
の
か
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
肉
類
の
生
物
「
鯛
備
」
と
「
短
狐
」
も
、
名
前
を
挙
げ
る
の
み
で
説
明
を
伴
わ
な
い
。
こ
れ
で
は
、
文
章
を
読
む
な
り
朗
請
を
聴
く
な
り
し
て
も
、
切
実
な
恐
怖
感
を
覚
え
る
乙
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
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招
魂
篇
の
西
方
描
写
魂
今
蹄
来
、
魂
よ
蹄
り
来
た
れ
、
西
方
之
宜
弓
西
方
の
害
は
、
流
沙
千
里
些
。
流
沙
千
里
な
り
。
旋
入
雷
淵
、
雷
淵
に
旋
入
す
れ
ば
、
提
散
而
不
可
止
些
。
嬢
散
す
る
も
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
幸
而
得
脱
、
幸
に
し
て
脱
す
る
を
得
る
も
、
其
外
瞭
宇
些
。
其
の
外
は
畷
宇
な
り
。
赤
蟻
若
象
、
赤
蟻
は
象
の
若
く
、
玄
論
若
萱
些
。
玄
強
は
査
の
若
し
。
五
穀
不
生
、
五
穀
は
生
ぜ
ず
、
薬
菅
是
食
些
。
繋
菅
を
是
れ
食
ら
う
。
其
土
嫡
人
、
其
の
土
は
人
を
嫡
れ
し
め
、
求
水
無
所
得
些
。
水
を
求
む
る
も
得
る
所
無
し
。
初
律
無
所
筒
、
初
伴
し
て
侍
る
所
無
く
、
康
大
無
所
極
些
。
鹿
大
に
し
て
極
ま
る
所
無
し
。
蹄
来
蹄
来
、
蹄
り
来
た
れ
蹄
り
来
た
れ
、
恐
自
遺
賊
些
。
恐
ら
く
は
自
ら
賊
に
遺
ら
ん
。
招
魂
篇
の
西
方
描
写
の
中
に
は
、
少
な
く
と
も
四
つ
の
話
題
「
流
沙
」
「
雷
淵
」
「
赤
蟻
」
「
玄
滋
」
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
文
章
の
分
量
は
四
方
中
で
最
も
多
く
、
八
聯
一
七
勾
八
一
字
で
あ
る
。
一
聯
自
の
官
頭
が
定
型
句
「
魂
よ
蹄
り
来
た
れ
」
で
あ
る
の
は
他
の
三
方
位
の
描
写
と
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
の
三
方
で
は
次
に「
A
方
不
可
以
B
ι
=
(
A
に
は
方
位
詞
が
入
り
、
B
に
は
動
詞
が
入
る
。
)
の
定
型
句
が
配
さ
れ
て
二
句
一
聯
を
な
す
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
「
西
方
の
害
は
、
流
沙
千
里
な
り
。
」
と
続
く
。
一
ニ
句
が
一
聯
を
構
成
し
て
、
招
魂
篇
の
四
方
叙
述
の
定
型
を
破
っ
て
い
る
の
で
あ
る。
一
聯
目
の
末
匂
に
あ
る
「
流
沙
」
は
、
王
逸
注
に
お
い
て
「
流
沙
、
沙
流
れ
て
行
く
な
り
(
流
沙
、
沙
流
而
行
也
)
」
と
解
説
さ
れ
る
。
「
流
沙
千
里
な
り
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
招
篇
南
方
の
「
炎
火
の
千
里
な
る
」
と
同
様
、
そ
の
広
大
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
聯
目
の
「
雷
淵
」
以
下
は
、
「
雷
淵
に
旋
入
す
れ
ば
、
疑
散
し
て
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
幸
に
し
て
脱
す
る
を
得
る
も
、
其
の
外
は
瞭
宇
鵬
な
り
」
と
描
写
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
主
人
公
の
魂
が
時
間
の
経
過
に
(
従
っ
て
、
千
里
の
広
さ
を
持
つ
「
流
沙
」
を
渡
ろ
う
と
す
る
が
、
少
川
し
で
も
立
ち
止
ま
れ
ば
「
雷
淵
(
雷
神
の
室
)
」
に
廻
り
入
っ
て
し
ま
山
ぃ
、
そ
の
中
で
は
身
が
砕
け
散
っ
て
も
安
ら
ぐ
乙
と
が
で
き
な
い
。
幸
蹄
い
に
し
て
「
雷
淵
」
か
ら
脱
出
で
き
て
も
、
そ
の
外
は
広
大
な
無
人
方
の
荒
野
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
二
聯
目
冒
頭
「
雷
淵
に
旋
入
す
倒
れ
ば
」
か
ら
三
聯
目
末
尾
「
其
の
外
は
畷
字
な
り
」
ま
で
の
二
聯
四
欄
句
二
O
字
は
、
一
聯
自
の
「
西
方
の
害
は
、
流
沙
千
里
な
り
」
を
は
受
け
て
、
一
つ
の
物
語
を
形
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
段
は
、
篇
詳
細
で
精
彩
の
あ
る
記
述
と
言
え
よ
う
。
招
魂
篇
の
東
方
描
写
に
は
、
H
と
開
問
「
魂
往
か
ば
必
ず
稗
け
ん
」
と
い
う
魂
を
主
人
公
と
し
た
一
匂
が
あ
削
る
。
西
方
の
四
句
二
O
字
に
渉
る
物
語
風
の
記
述
は
、
東
方
で
の
魂
陪
の
危
難
を
記
す
短
い
一
句
の
構
想
を
、
膨
ら
ま
せ
た
も
の
と
言
え
よ
主つ。
四
聯
目
に
は
「
赤
蟻
は
象
の
若
く
、
玄
識
は
査
の
若
し
」
と
あ
る
。
玉
逸
注
「
畷
野
の
中
に
、
赤
蟻
有
り
、
・
:
又
た
飛
散
有
り
、
・
皆
な
議
毒
有
り
、
能
く
人
を
殺
す
な
り
(
畷
野
之
中
、
有
赤
蛾
、
:
又
有
飛
議
、
・
:
皆
有
蓋
毒
、
能
殺
人
也
。
)
」
に
従
え
ば
、
「
赤
蟻
」
と
「
玄
激
」
は
前
段
末
尾
「
其
の
外
は
麟
宇
な
り
」
の
「
畷
宇
」
に
い
る
生
物
で
あ
る
。
こ
の
一
聯
二
句
九
字
は
、
と
も
に
「
若
」
を
用
い
た
直
轍
表
現
で
あ
る
。
偶
数
句
末
に
「
必
こ
字
が
あ
る
他
は
、
整
っ
た
形
の
対
句
と
な
っ
て
お
り
、
「
赤
」
と
「
黒
」
の
色
彩
対
で
も
あ
る
。
な
お
、
王
逸
注
は
人
へ
の
危
害
に
言
及
す
る
が
、
本
文
を
見
る
限
り
、
昆
虫
の
巨
大
さ
は
強
調
さ
れ
る
も
の
の
、
人
に
と
っ
て
は
致
命
的
な
毒
を
持
つ
と
い
っ
た
危
険
性
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
続
い
て
五
聯
目
で
は
「
五
穀
は
生
ぜ
ず
、
葉
菅
を
是
れ
食
ら
う
」
、
六
聯
目
で
は
「
其
の
土
は
人
を
嫡
れ
し
め
、
水
を
求
む
れ
ど
も
得
る
所
無
し
」
と
あ
っ
て
、
五
聯
目
は
食
物
の
話
題
、
六
聯
目
は
飲
水
の
話
題
で
あ
り
、
関
連
性
が
あ
る
。
ま
た
、
六
聯
自
の
前
半
「
其
の
土
は
人
を
測
れ
し
め
」
は
、
「
人
」
へ
の
危
害
に
言
及
し
た
魂
へ
の
威
嚇
で
あ
る
。
さ
ら
に
七
聯
目
「
初
律
し
て
侍
る
所
無
く
、
厨
大
に
し
て
極
む
る
所
無
し
」
は
、
先
の
「
赤
蟻
」
と
「
玄
数
」
の
対
句
と
ほ
ぽ
同
じ
く
、
偶
数
匂
末
「
些
こ
字
を
除
け
ば
対
句
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
「
初
得
」
は
畳
韻
の
語
で
あ
る
。
以
上
、
五
聯
目
か
ら
七
聯
目
に
か
け
て
の
描
写
も
、
四
聯
自
に
引
き
続
き
「
畷
字
」
の
説
明
と
考
え
ら
れ
る
。
!
八
聯
目
「
蹄
り
来
た
れ
蹄
り
来
た
れ
」
に
続
く
末
尾
の
句
「
恐
ら
I
お
〈
く
は
自
ら
賊
に
遺
ら
ん
」
は
、
他
の
三
方
で
は
「
不
可
以
B
必
こ
と
な
る
の
に
対
し
、
そ
の
定
型
を
外
れ
て
い
る
。
一
聯
目
の
句
が
定
型
を
破
っ
て
い
る
の
と
呼
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
招
魂
篇
の
西
方
描
写
と
、
こ
れ
ま
で
の
東
方
・
南
方
の
描
写
と
の
聞
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
東
方
で
は
ま
ず
「
長
人
」
の
話
題
、
次
に
「
十
日
」
の
話
題
が
あ
っ
た
。
南
方
で
は
ま
ず
「
雌
題
黒
歯
」
の
話
題
、
続
い
て
「
腹
蛇
」
と
「
封
狐
」
の
短
い
話
題
が
あ
っ
て
、
次
に
「
雄
理
」
の
話
題
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
話
題
は
、
互
い
に
並
列
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
押
韻
等
の
制
約
を
除
け
ば
、
ど
の
話
題
が
先
に
来
て
も
、
た
と
え
ば
東
方
で
「
十
日
」
が
先
に
「
長
人
」
が
後
に
述
べ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
内
容
に
大
き
な
変
化
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
西
方
描
写
で
は
、
前
半
で
主
人
公
の
魂
が
「
流
沙
」
を
渡
ろ
う
と
し
「
雷
淵
」
に
陥
り
、
「
雷
淵
」
か
ら
脱
出
し
て
外
の
「
瞭
宇
」
に
至
る
一
連
の
物
語
が
語
ら
れ
る
。
四
聯
目
以
下
の
後
半
部
分
は
魂
の
至
っ
た
「
畷
宇
」
す
な
わ
ち
広
大
な
荒
野
の
叙
述
で
、
「
赤
蟻
」
や
「
玄
論
」
と
い
っ
た
巨
大
な
昆
虫
が
お
り
、
食
料
や
水
が
な
く
体
を
瑚
れ
さ
せ
る
よ
う
な
熱
き
で
あ
り
、
広
す
ぎ
て
初
復
っ
て
も
頼
れ
る
も
の
も
な
く
極
ま
る
こ
と
も
な
い
、
と
説
明
さ
れ
る
。
招
魂
篇
西
方
の
話
題
は
順
序
立
て
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
招
魂
篇
の
四
方
の
描
写
の
中
で
は
、
西
方
の
描
写
が
最
も
長
く
最
も
詳
細
で
あ
る
。
修
辞
上
で
は
、
冒
頭
が
定
型
を
破
っ
た
三
句
一
聯
で
あ
る
他
は
、
全
て
二
句
一
聯
で
あ
る
。
対
句
は
二
例
見
ら
れ
る
。
第
三
章
第
二
節
大
招
篇
の
西
方
描
写
魂
摩
無
西
、
魂
よ
西
す
る
無
か
れ
、
西
方
流
沙
、
西
方
は
流
沙
、
済
洋
洋
只
。
済
洋
洋
た
り
。
家
首
縦
目
、
家
首
縦
目
、
被
髪
髭
只
。
被
髪
援
た
り
。
長
爪
掘
牙
、
長
爪
据
牙
、
談
笑
狂
只
。
談
い
て
笑
い
狂
う
。
魂
摩
無
西
、
魂
よ
西
す
る
無
か
れ
、
多
宜
口
傷
只
。
害
傷
多
し
。
大
招
篇
の
西
方
描
写
に
は
二
つ
の
話
題
「
流
沙
」
と
「
家
首
縦
自
」
が
見
え
る
。
一
聯
目
の
「
流
沙
」
は
、
招
魂
篇
西
方
の
「
流
沙
」
と
同
じ
話
題
(初〕
で
あ
る
。
「
済
」
と
い
う
一
文
字
の
形
状
語
と
重
言
「
洋
洋
」
の
組
み
合
わ
せ
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ニ
聯
目
お
よ
び
三
聯
目
は
「
家
首
縦
目
」
の
柵
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
そ
の
描
写
は
詳
細
で
あ
る
。
ま
ず
二
聯
目
前
半
の
「
家
首
縦
目
」
は
「
豚
の
頭
に
縦
の
目
」
と
い
う
意
味
で
、
句
中
対
を
な
す
。
続
く
「
被
髪
髭
た
り
」
に
は
、
「
髭
」
と
一
字
の
形
状
語
が
見
え
、
王
逸
注
「
援
、
飢
る
る
貌
な
り
。
(
援
、
飢
貌
也
。
)
」
に
従
え
ば
、
「
髪
は
ざ
ん
ば
ら
で
乱
れ
て
い
る
」
と
な
り
、
前
句
に
続
い
て
神
の
姿
を
具
体
的
に
示
す
。
三
聯
自
の
前
半
「
長
爪
据
牙
」
は
、
朱
寮
『
集
注
』
が
「
眠
、
:
・
疑
う
ら
く
は
嘗
に
鋸
に
作
る
べ
し
(
路
、
・
:
疑
嘗
作
鋸
こ
と
述
べ
る
の
に
従
え
ば
「
長
き
爪
、
鋸
の
ご
と
き
牙
」
と
解
釈
さ
れ
、
や
は
り
Anv 
句
中
対
に
な
る
。
国
こ
の
よ
う
に
二
聯
回
二
一
一
聯
固
に
は
そ
れ
ぞ
れ
句
中
対
が
用
い
ら
(
れ
、
と
も
に
前
半
の
四
字
に
多
く
の
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
に
成
功
川
し
て
い
る
。
「
家
首
縦
目
」
の
神
の
描
写
に
二
聯
四
句
一
六
字
を
費
や
白
す
の
は
、
大
招
篇
が
一
つ
の
話
題
に
使
用
す
る
字
数
と
し
て
は
最
長
腕
の
も
の
で
あ
り
、
神
の
姿
の
形
容
や
行
動
を
詳
述
し
て
い
る
。
た
だ
方
し
魂
へ
の
危
害
は
、
大
招
篇
の
通
例
に
同
じ
く
あ
ま
り
語
ら
れ
な
い
。
E
し
側
三
聯
目
後
半
「
設
い
て
笑
い
狂
う
」
は
、
玉
逸
注
「
人
を
得
ば
強
5
5
 
蹄
い
て
笑
悲
し
狂
摘
す
る
な
り
。
(
得
人
強
笑
意
而
狂
猪
也
。
)
」
に
従
え
は
ば
、
「
人
を
捕
ま
え
る
と
大
喜
び
し
笑
い
狂
う
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
篇
し
か
し
、
本
文
に
は
こ
の
神
が
な
ぜ
何
を
笑
う
の
か
は
記
さ
れ
ず
、
人
概
や
魂
に
対
す
る
脅
威
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
制
最
終
句
に
は
「
害
傷
多
し
(
多
害
傷
只
)
」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
出
直
前
の
「
魂
よ
西
す
る
無
か
れ
」
と
呼
応
し
て
、
傷
害
さ
れ
る
対
象
3
が
魂
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
、
ま
た
こ
聯
目
・
二
一
聯
目
を
受
ザ
て
、
傷
I
害
す
る
主
体
が
「
家
首
縦
目
」
の
神
で
あ
ろ
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る。
こ
の
句
は
、
大
招
篇
南
方
の
最
終
句
「
蛾
弼
を
傷
つ
け
ん
(
蛾
傷
弱
只
こ
と
の
聞
に
、
「
傷
」
字
を
共
有
し
て
お
り
、
勾
の
位
置
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
方
の
「
蛾
弱
を
傷
つ
け
ん
」
が
、
「
傷
」
を
動
調
と
し
て
用
い
、
主
語
の
「
蛾
」
と
目
的
語
の
「
弱
」
を
提
示
す
る
の
に
対
し
、
西
方
で
は
、
「
害
傷
多
し
」
の
「
害
傷
」
が
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
害
傷
」
を
も
た
ら
す
者
も
、
「
害
傷
」
を
こ
う
む
る
者
も
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
蛾
第
を
傷
つ
け
ん
」
よ
り
も
具
体
性
に
乏
し
い
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
章
第
三
節
招
魂
篇
と
大
招
篇
の
西
方
描
写
の
比
較
両
者
の
西
方
描
写
に
お
い
て
、
一
つ
の
話
題
当
た
り
の
字
数
を
比
較
す
れ
ば
、
「
家
首
縦
目
」
は
四
句
一
六
字
と
、
大
招
篇
中
で
最
も
描
写
の
分
量
が
多
い
話
題
で
あ
る
が
、
招
魂
篇
の
「
雷
淵
」
や
飲
食
の
話
題
が
四
句
一
九
1
二
O
字
で
あ
る
の
に
は
及
ば
な
い
。
形
状
語
で
述
語
と
な
る
も
の
は
、
招
魂
篇
に
畳
韻
の
「
紡
伴
」
が
、
大
招
篇
に
は
複
合
し
た
三
字
の
「
務
洋
洋
」
と
一
字
の
「
髭
」
が
あ
る
。
動
詞
は
、
招
魂
篇
に
は
、
「
旋
入
」
、
「
築
散
」
、
「
止
」
、
「
脱
」
、
「
生
」
、
「
食
」
、
「
矧
」
、
「
求
」
、
「
得
」
、
「
侍
」
、
「
極
」
、
「
遺
」
と
一
一
一
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
招
篇
に
は
、
「
笑
」
、
「
狂
」
の
二
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
中
心
部
分
の
叙
述
の
形
式
を
見
る
と
、
招
魂
篇
で
は
、
話
題
を
並
4
列
的
に
提
示
す
る
東
方
・
南
方
と
は
異
な
り
、
荒
野
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
を
含
む
物
語
風
の
一
段
が
見
ら
れ
る
。
他
方
、
大
招
篇
で
は
、
東
方
・
南
方
・
北
方
と
は
違
い
、
話
題
の
数
は
少
な
く
描
写
は
比
較
的
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
篇
と
も
西
方
描
写
に
お
い
て
は
、
特
異
な
形
式
を
取
り
、
叙
述
が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
の
で
みの司令。招
魂
篇
で
は
、
魂
に
対
す
る
直
接
の
危
害
が
「
其
の
土
は
人
を
欄
れ
し
め
」
の
一
句
に
表
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
東
方
・
南
方
の
魂
に
対
す
る
危
害
を
述
べ
た
部
分
と
は
異
な
り
、
前
後
二
段
階
の
叙
述
形
式
を
取
ら
な
い
。
大
招
篇
の
「
家
首
縦
目
」
に
関
す
る
叙
述
は
、
比
較
的
長
い
が
、
魂
に
対
す
る
危
害
を
述
べ
ず
、
そ
の
話
題
自
体
の
説
明
に
終
始
し
て
い
る
。
第
四
章
北
方
第
四
章
第
一
節
魂
今
蹄
来
、
北
方
不
可
以
止
些
。
増
泳
峨
峨
、
飛
雪
千
里
些
。
蹄
来
蹄
来
、
不
可
以
久
些
。
招
魂
篇
の
北
方
描
写
魂
よ
蹄
り
来
た
れ
、
北
方
は
以
て
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
増
泳
は
峨
峨
た
り
、
飛
雪
は
千
里
な
り
。
締
り
来
た
れ
蹄
り
来
た
れ
、
以
て
久
し
く
す
べ
か
ら
ず
。
一
見
し
て
分
か
る
通
り
、
招
魂
篇
の
北
方
描
写
は
文
字
数
が
他
の
方
角
に
比
べ
て
少
な
い
。
三
聯
六
句
二
九
字
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
話
題
は
「
増
泳
」
と
「
飛
雪
」
の
二
種
類
あ
る
。
「
増
泳
は
峨
峨
た
り
、
飛
雪
は
千
里
な
り
」
と
、
「
増
泳
」
は
重
言
の
「
峨
峨
」
を
、
「
飛
雪
」
は
「
千
里
」
の
語
を
用
い
て
描
写
さ
れ
る
。
「
飛
雪
千
里
な
り
」
の
「
千
星
」
の
語
は
、
招
魂
篇
で
は
三
度
目
の
登
場
と
な
る
。
南
方
に
は
「
封
狐
は
千
里
」
が
あ
っ
て
「
千
里
を
走
る
」
の
意
、
西
方
に
は
「
流
沙
千
里
な
り
」
が
見
え
て
「
千
里
に
広
が
っ
て
い
る
」
の
意
で
あ
る
。
北
方
の
「
飛
雪
は
千
里
な
り
」
は
「
雪
が
千
里
を
飛
ぶ
」
意
味
と
考
え
ら
れ
、
西
方
の
「
流
沙
千
里
な
り
」
に
近
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
は
意
味
の
違
い
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
「
千
里
」
と
い
う
語
が
三
度
重
複
し
て
使
用
さ
れ
る
と
、
総
じ
て
単
調
な
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
。
招
魂
篇
の
北
方
描
写
で
は
、
現
存
す
る
文
章
を
見
る
限
り
、
質
・
量
と
も
に
他
の
三
方
の
叙
述
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
東
方
の
「
長
人
」
や
南
方
の
「
雄
魁
」
の
話
題
と
は
異
な
り
、
魂
や
人
へ
の
危
害
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
対
表
現
も
な
く
、
重
言
や
「
千
里
」
の
語
で
描
写
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
首
尾
の
「
魂
よ
飾
り
来
た
れ
、
北
方
は
以
て
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
「
蹄
り
来
た
れ
締
り
来
た
れ
、
以
て
久
し
く
す
べ
か
ら
ず
。
」
は
、
東
方
・
南
方
と
同
形
式
で
あ
る
。
第
四
章
第
二
節
大
招
篇
の
北
方
描
写
魂
摩
無
北
、
魂
よ
北
す
る
無
か
れ
、
北
有
寒
山
、
北
に
果
、
山
有
り
、
あ
か
漣
龍
絶
只
。
連
龍
絶
し
。
伐
水
不
可
渉
、
伐
水
渉
る
べ
か
ら
ず
、
深
不
可
測
只
。
深
さ
測
る
べ
か
ら
ず
0
5
5
 
天
白
顔
類
、
天
は
白
く
顔
頴
た
り
、
時
寒
凝
凝
只
。
寒
く
し
て
襲
慌
た
り
。
(
魂
厚
無
往
、
魂
よ
往
く
と
と
無
か
れ
、
V
盈
北
極
只
。
北
極
に
盈
て
り
。
町
大
招
篇
の
北
方
描
写
に
は
「
寒
山
」
「
迫
龍
」
「
伐
水
」
「
北
極
」
の
僻
四
つ
の
話
題
が
見
え
る
。
防
一
聯
自
の
「
北
に
寒
山
有
り
、
連
龍
絶
し
」
に
つ
い
て
王
逸
似
は
「
漣
龍
、
山
名
な
り
。
(
迫
龍
、
山
名
。
)
」
「
北
方
に
常
寒
の
山
有
欄
り
、
陰
く
し
て
日
を
見
ず
、
名
づ
げ
て
迫
龍
と
白
う
。
(
北
方
有
常
寒
は
之
山
、
陰
不
見
日
、
名
目
迫
龍
O
)
」
と
述
べ
、
「
寒
山
」
の
名
が
「
迫
篇
龍
」
で
あ
る
と
す
る
。
一
方
、
洪
興
祖
『
補
注
」
は
『
山
海
経
』
を
【
M
v
m間
引
い
て
、
「
漣
龍
」
は
「
燭
龍
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
洪
興
制
祖
に
従
え
ば
「
北
方
に
寒
山
が
あ
り
、
そ
こ
に
い
る
燭
龍
の
体
は
赤
陪
い
」
と
い
う
意
味
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
二
句
一
聯
は
関
5
連
し
た
話
題
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
-
二
聯
目
の
「
伐
水
」
に
つ
い
て
は
「
伐
水
渉
る
べ
か
ら
ず
、
深
さ
測
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
「
C
不
可
B
」
(
C
に
は
任
意
の
文
字
が
入
る
。
)
と
い
う
句
形
が
共
通
し
て
お
り
、
形
式
の
緩
や
か
な
対
句
表
現
を
取
っ
て
い
る
。
続
い
て
三
聯
目
は
「
天
は
白
く
穎
頴
た
り
、
寒
く
し
て
凝
凝
た
り
」
と
い
う
天
摘
の
話
題
で
、
「
顕
頴
」
「
凝
凝
」
と
い
っ
た
重
言
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
二
句
と
も
に
、
重
言
が
句
の
末
尾
(
「
只
」
を
除
く
)
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
匂
形
が
類
似
し
て
い
る
。
四
聯
目
の
前
半
は
、
東
方
・
南
方
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
北
方
描
写
冒
頭
の
「
魂
よ
北
す
る
無
か
れ
(
魂
摩
無
北
こ
と
全
く
同
じ
一
句
に
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
魂
よ
往
く
こ
と
無
か
れ
(
魂
摩
無
往
こ
と
、
末
尾
の
一
字
が
動
調
「
往
」
に
な
っ
て
い
る
。
一
聯
自
に
「
寒
山
」
と
「
迫
龍
」
の
話
題
、
次
に
「
伐
水
」
の
話
題
、
そ
の
次
に
天
候
の
話
題
が
続
き
、
乙
れ
ら
は
全
て
二
句
八
1
一
O
字
の
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
「
魂
よ
往
く
こ
と
無
か
れ
」
を
挟
ん
で
「
北
極
」
の
話
題
が
一
匂
四
字
で
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
話
題
に
対
す
る
描
写
の
詳
細
さ
は
大
招
篇
の
東
方
の
描
写
と
同
程
度
で
あ
り
、
な
お
か
つ
構
造
も
類
似
し
て
い
る
。
一
聯
目
で
、
大
招
篇
の
東
方
は
「
東
に
は
大
海
有
り
、
溺
水
淑
淑
た
り
」
と
始
ま
り
、
北
方
は
こ
句
白
か
ら
「
北
に
は
寒
山
有
り
、
漣
龍
絶
し
」
と
述
べ
る
。
前
半
に
地
理
の
概
略
を
述
べ
、
後
半
に
や
や
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
続
く
第
二
聯
は
東
方
が
「
蛸
龍
」
の
話
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
北
方
は
「
伐
水
」
で
、
匂
形
に
も
特
に
共
通
6
点
は
な
い
。
第
三
聯
に
お
い
て
東
方
は
「
霧
雨
淫
淫
た
り
、
白
く
陪
惨
た
り
」
と
、
北
方
は
「
天
白
く
頴
頴
た
り
、
寒
く
し
て
凝
凝
た
り
」
と
言
う
。
と
も
に
重
言
を
多
用
し
て
天
候
要
素
を
描
写
し
、
ま
た
、
「
白
」
と
い
う
色
彩
語
も
共
通
し
て
い
る
。
第
四
聯
の
後
半
部
分
A
筒
)
で
は
、
東
方
が
「
湯
谷
寂
た
り
」
、
北
方
は
「
北
極
に
盈
て
り
」
で
、
と
も
に
地
名
を
挙
げ
て
結
び
と
し
て
い
る
。
第
四
章
第
三
節
招
魂
篇
と
大
招
篇
の
北
方
描
写
の
比
較
一
つ
の
話
題
当
た
り
の
字
数
を
見
る
と
、
招
魂
篇
の
二
つ
の
話
題
は
一
勾
四
i
五
字
、
大
招
篇
の
三
つ
の
話
題
は
二
句
八
1
一
O
字、
「
北
極
」
は
一
句
四
字
と
な
っ
て
い
る
。
大
招
篇
の
方
が
話
題
の
数
、
話
題
に
対
す
る
描
写
の
分
量
と
も
に
多
い
。
中
間
部
分
で
の
形
状
語
に
注
目
す
る
と
、
招
魂
篇
に
は
重
一
言
が
「
峨
峨
」
と
一
例
あ
り
、
大
招
篇
に
は
重
一
吉
が
「
顔
顕
」
、
「
凝
凝
」
と
一
一
例
、
一
字
の
形
状
語
で
色
彩
を
表
す
も
の
が
「
施
」
、
「
白
」
と
一
一
例
見
え
る
。
同
じ
く
中
間
部
分
で
動
詞
に
注
目
す
る
と
、
大
招
篇
で
は
「
渉
」
、
「
測
」
、
「
往
」
、
「
盈
」
と
四
例
あ
る
が
、
招
魂
篇
に
は
、
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
動
詞
が
見
え
な
い
。
招
魂
篇
に
形
状
語
は
少
な
く
動
詞
は
見
え
な
い
の
に
対
し
、
大
招
篇
で
は
形
状
語
・
動
詞
と
も
に
比
較
的
多
い
。
話
題
の
数
や
話
題
に
対
す
る
描
写
の
分
量
、
形
状
語
や
動
詞
の
数
が
、
大
招
篇
で
は
多
く
、
招
魂
篇
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
全
体
の
分
量
が
大
招
篇
で
多
く
、
招
魂
篇
で
少
な
い
こ
と
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
両
篇
と
も
に
、
魂
へ
の
威
嚇
や
前
後
二
段
の
叙
述
形
式
を
含
ん
で
い
な
い
。
結
語
大
招
篇
を
招
魂
篇
と
比
較
し
た
場
合
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
招
魂
篇
は
定
型
句
の
中
に
も
動
詞
を
用
い
、
魂
の
動
作
に
具
体
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
招
篇
は
動
詞
的
用
法
の
方
位
詞
を
用
い
る
だ
け
で
、
魂
の
動
作
に
招
魂
篇
ほ
ど
の
具
体
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
招
魂
篇
の
話
題
数
が
少
な
い
の
に
対
し
、
大
招
篇
で
は
多
く
の
話
題
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
つ
の
話
題
に
対
し
て
割
く
乙
と
が
で
き
る
字
数
が
限
ら
れ
、
招
魂
篇
に
比
べ
る
と
字
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
つ
の
話
題
に
対
し
て
、
字
数
が
少
な
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
描
写
は
簡
素
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
話
題
の
数
は
豊
富
で
あ
る
が
、
個
々
の
話
題
に
対
す
る
描
写
は
粗
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
大
招
篇
は
招
魂
篇
と
比
べ
て
、
形
状
語
が
多
く
、
動
詞
が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
。
話
題
の
性
質
・
状
態
に
関
す
る
記
述
は
多
い
が
、
話
題
の
具
体
的
な
動
作
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
大
招
篇
に
は
、
招
魂
篇
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
前
後
二
段
構
え
の
構
造
は
見
ら
れ
な
い
。
唯
一
「
弱
」
に
言
及
し
て
魂
や
人
に
対
す
る
直
接
の
危
害
を
述
べ
た
部
分
で
も
、
描
写
に
具
体
性
を
欠
い
て
お
り
、
魂
に
対
す
る
威
嚇
効
果
は
弱
い
。
そ
れ
ゆ
え
恐
怖
感
を
惹
起
し
よ
う
と
す
る
描
写
の
商
で
は
、
大
招
篇
は
招
魂
篇
に
及
ば
な
い
と
音
問
え
よ
h
つ。
時
魂
を
威
嚇
す
る
叙
述
は
、
形
状
語
と
動
調
の
使
用
数
と
関
連
し
て
(
い
る
と
見
ら
れ
る
。
魂
に
対
す
る
威
嚇
は
、
あ
る
話
題
が
魂
に
対
し
同
て
「
危
害
を
与
え
る
」
、
ま
た
魂
が
「
危
害
を
受
け
る
」
と
い
う
形
で
m
示
さ
れ
る
。
加
害
・
被
害
を
一
日
す
に
は
、
物
事
の
性
質
・
状
態
を
示
鵬
す
形
状
語
よ
り
も
、
物
事
の
動
作
等
を
示
す
動
詞
の
方
が
適
し
て
い
方
る
。
咽
も
し
も
、
魂
に
対
す
る
威
嚇
を
記
述
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
動
詞
闘
を
多
用
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
逆
に
、
動
調
の
使
用
を
少
な
く
し
は
で
形
状
語
を
多
用
す
る
と
、
魂
に
対
す
る
威
嚇
を
述
べ
る
乙
と
は
難
篇
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
捌
さ
ら
に
、
招
魂
篇
が
勾
数
・
字
数
を
比
較
的
自
由
に
増
加
さ
せ
て
刑
い
る
の
に
対
し
、
大
招
篇
は
、
一
方
位
九
句
比
一
句
四
字
を
基
本
と
聞
出
し
て
、
句
数
・
字
数
の
増
加
を
抑
制
し
て
い
ぶ
。
各
方
位
の
匂
数
や
7
各
句
の
字
数
を
一
定
に
抑
制
す
る
こ
と
は
、
各
部
分
の
描
写
が
互
い
ー
に
類
似
す
る
原
因
と
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。
大
招
篇
の
四
方
描
写
に
関
し
て
は
、
一
つ
の
話
題
に
対
す
る
描
写
の
分
量
が
少
な
い
こ
と
、
形
状
語
を
多
用
し
動
詞
の
使
用
は
少
な
い
こ
と
、
魂
に
対
す
る
威
嚇
の
表
現
が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
等
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
と
関
連
し
て
、
描
写
に
具
体
性
が
乏
し
い
こ
と
も
特
徴
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
が
、
務
国
恩
氏
の
「
平
板
な
模
倣
」
・
「
芸
術
上
極
め
て
拙
い
も
の
で
あ
る
」
等
の
評
価
や
、
藤
野
岩
友
氏
の
「
単
調
で
あ
り
、
平
板
で
あ
っ
て
、
文
学
的
香
気
に
乏
し
い
」
と
い
う
評
価
の
、
具
体
的
な
根
拠
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
、
両
氏
に
共
通
す
る
、
表
現
が
「
平
板
」
で
あ
る
と
の
評
価
は
、
一
定
の
妥
当
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
両
篇
の
差
異
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
魂
へ
の
威
嚇
や
、
個
別
の
話
題
の
具
体
的
描
写
は
、
招
魂
篇
で
は
相
対
的
に
多
く
、
大
招
篇
で
は
相
対
的
に
少
な
い
。
魂
を
脅
か
し
て
招
き
返
す
と
い
う
主
題
に
関
し
て
は
、
招
魂
篇
の
方
が
、
主
題
に
沿
っ
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
両
篇
の
表
現
方
法
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
招
魂
粛
の
作
者
(
あ
る
い
は
作
者
集
団
)
が
、
大
招
篇
の
作
者
(
あ
る
い
は
作
者
集
団
)
よ
り
も
、
「
魂
」
を
「
招
」
く
と
い
う
主
題
を
明
確
に
意
識
し
な
が
ら
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
h
つ。
以
上
、
四
方
描
写
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
両
篇
の
差
異
を
明
ら
18 
か
に
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
招
魂
篇
と
大
招
篇
の
問
に
は
、
四
方
叙
述
以
外
に
も
、
種
々
の
快
楽
を
叙
述
す
る
部
分
に
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
四
方
描
写
の
み
の
比
較
で
、
両
篇
の
差
異
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
快
楽
描
写
に
つ
い
て
も
同
様
に
比
較
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
両
篇
の
快
楽
描
写
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
主
(1)
本
文
お
よ
び
王
逸
注
は
『
楚
辞
章
句
』
(
欝
文
印
書
館
影
印
、
一
九
七
四
年
)
を
底
本
と
す
る
。
ま
た
、
洪
興
祖
『
楚
辞
補
注
』
は
白
化
文
等
点
校
本
(
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
)
を
、
朱
慕
『
楚
辞
集
注
』
は
蒋
立
甫
校
点
本
(
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
O
O
一
年
)
を
底
本
と
す
る
。
(2)
誹
国
恩
『
楚
辞
概
論
』
(
『
務
国
恩
楚
辞
論
文
集
』
第
三
巻
、
中
華
書
局
、
ニ
O
O八
年
。
初
版
は
北
京
北
新
書
局
、
一
九
二
六
年
)
に
「
他
通
篇
全
是
模
倣
招
魂
、
而
井
非
真
有
被
招
者
、
故
篇
首
没
有
叙
、
篇
末
也
没
有
乱
。
只
有
中
間
一
段
死
板
的
模
倣
、
事
無
文
学
的
価
値
ロ
:
・
故
大
招
一
篇
、
在
芸
術
上
是
極
策
拙
的
。
」
と
あ
る
(
中
華
書
局
版
一
三
回
i
一
三
六
頁
)
。
な
お
瀞
氏
は
招
魂
篇
の
作
者
を
周
原
と
し
て
い
る。
(3)
藤
野
岩
友
『
亙
系
文
間
半
論
」
(
大
型
書
房
、
初
版
は
一
九
五
一
年
発
行
。
増
補
版
は
一
九
六
九
年
発
行
)
二
五
八
頁
。
な
お
藤
野
氏
は
、
屈
原
が
大
招
稿
を
模
倣
し
て
招
魂
穏
を
作
り
、
完
成
度
の
高
い
作
品
に
仕
上
げ
た
と
す
る
(
同
書
二
三
五
1
二
四
O
頁)。
(4)
字
数
は
、
招
魂
簡
で
は
「
晶
一
」
字
を
、
大
招
篇
で
は
「
只
」
字
を
含
め
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。
以
下
同
じ
。
(5)
「
形
状
語
」
と
い
う
用
語
は
竹
治
貞
夫
氏
に
従
っ
て
使
用
す
る
。
竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
(
風
間
書
一
一
房
、
一
九
七
八
年
)
所
収
「
楚
辞
の
文
学
」
上
筒
、
第
四
章
第
四
節
「
三
字
の
形
状
諾
の
発
生
」
に
よ
れ
ば
、
形
状
語
と
は
、
形
容
詞
・
形
容
動
調
・
副
詞
を
指
す
。
最
小
単
位
は
二
字
ま
た
は
一
字
で
あ
り
、
二
字
の
形
状
語
は
重
言
・
双
芦
・
畳
韻
に
限
ら
れ
る
。
な
お
、
本
論
で
は
形
状
語
に
つ
い
て
、
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
連
体
修
飾
語
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
除
外
す
る
。
(
6
)
主
逸
『
章
句
』
は
本
文
を
「
湯
谷
寂
只
」
と
い
う
形
で
挙
げ
て
お
り
、
注
に
「
其
地
無
人
、
視
聴
寂
然
、
無
所
見
問
。
或
目
、
寂
、
水
熊
之
貌
。
」
と
述
べ
て
、
「
寂
」
と
い
う
一
字
の
形
状
語
で
「
湯
谷
」
を
描
写
し
た
も
の
と
す
る
。
一
方
で
洪
興
祖
『
楚
辞
補
注
』
に
は
「
一
本
『
寂
」
下
有
『
容
』
字
」
と
あ
る
。
前
聯
末
尾
の
「
膝
」
字
と
の
押
韻
上
は
「
参
」
字
を
補
っ
た
方
が
適
当
で
あ
り
、
朱
莱
『
楚
辞
集
注
』
は
「
湯
谷
寂
参
只
」
と
補
っ
た
形
で
本
文
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
場
合
は
「
寂
審
た
り
」
と
計
二
文
字
の
形
状
語
で
描
写
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
全
体
の
字
数
は
一
旬
五
字
と
な
る
。
(
7
)
朱
来
『
集
注
』
は
「
按
下
章
例
、
此
句
上
蛍
有
「
魂
乎
無
東
」
四
字
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
(8)
動
詞
に
つ
い
て
は
、
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
連
体
修
飾
語
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
(
南
方
「
雌
題
」
の
「
離
」
等
)
は
除
外
す
る
。
(9)
岡
村
繁
「
楚
僻
と
屈
原
|
|
ヒ
ー
ロ
ー
と
作
者
と
の
分
離
に
つ
い
て
|
|
」
(
『
日
本
中
園
皐
曾
報
』
第
一
八
集
、
一
九
六
六
年
三
(M)
藤
野
氏
、
注
3
前
掲
書
二
四
九
頁
の
表
中
。
各
篇
の
聞
で
共
通
す
る
「
神
話
」
や
「
怪
奇
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
同
じ
。
な
お
、
藤
野
氏
は
招
漉
篇
・
大
招
篇
と
離
騒
篇
・
天
間
続
の
間
で
共
通
す
る
事
柄
を
「
神
話
」
と
称
し
、
招
魂
篤
と
大
招
篇
の
間
で
共
通
す
る
事
柄
を
「
怪
奇
」
と
称
し
て
い
る
。
(
日
)
竹
治
貞
夫
氏
は
、
句
形
と
押
韻
の
面
か
ら
、
招
塊
篇
の
「
往
来
傑
忽
」
)
を
増
句
と
見
な
す
。
注
5
前
掲
書
、
八
八
六
頁
。
三
句
一
聯
に
つ
い
て
鴎
は
、
同
書
八
八
六
1
八
八
八
頁
を
参
照
。
。
(
辺
)
た
だ
し
『
補
注
』
に
引
く
『
文
選
』
五
臣
注
は
「
大
狐
其
長
千
里
」
ぺ
と
す
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
招
魂
矯
東
方
の
「
長
人
千
仰
」
と
同
様
に
つ
身
長
を
表
す
語
と
な
る
。
取
(
日
)
主
逸
は
「
・
多
妓
魁
悪
蛇
、
又
有
大
狐
」
と
述
べ
、
並
列
関
係
に
描
取
っ
て
い
る
。
断
(M)
三
句
一
聯
は
二
句
一
聯
の
連
続
し
た
り
ズ
ム
を
破
る
こ
と
で
新
鮮
の
味
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
句
一
聯
ず
つ
の
「
隣
欄
題
黒
歯
」
聯
と
「
雄
魁
」
聯
が
連
続
し
て
配
置
さ
れ
る
と
、
一
一
一
旬
一
聯
大
の
稀
少
性
に
よ
る
新
鮮
味
が
薄
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
「
離
題
黒
歯
」
駅
の
後
に
「
腹
蛇
薬
菜
、
封
狐
千
量
一
」
の
二
句
一
聯
を
挟
ん
で
リ
ズ
ム
磁
を
元
に
戻
し
、
再
び
三
句
一
聯
の
「
雄
抽
出
」
を
配
し
て
い
る
の
で
は
な
川
か
ろ
う
か
。
開
(
珂
)
藤
野
氏
は
、
共
通
す
る
「
怪
奇
」
と
し
て
招
魂
篇
の
「
腹
蛇
繋
薬
」
わ
し
と
大
招
篇
の
「
妓
蛇
挺
只
」
を
挙
げ
る
。
(
日
)
主
逸
注
「
腕
、
虎
行
貌
也
」
(
げ
)
こ
れ
ら
一
字
の
形
状
語
は
全
て
二
句
一
聯
の
ニ
句
目
後
半
に
置
か
19 
れ
押
韻
字
と
な
っ
て
い
る
。
二
句
自
に
は
、
大
招
篇
東
方
の
「
溺
水
撤
激
只
」
や
「
上
下
悠
悠
只
」
の
よ
う
に
、
「
二
字
の
語
十
重
量
口
」
で
四
字
の
ま
と
ま
り
を
作
り
、
こ
れ
に
「
只
」
を
加
え
て
五
字
と
す
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
南
方
で
は
、
文
末
の
「
只
」
字
を
含
め
て
一
句
を
四
字
に
ま
と
め
る
よ
う
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
(
時
)
『
史
記
」
巻
二
七
司
馬
相
如
列
停
「
天
子
辞
獄
賦
」
は
、
水
生
生
物
に
つ
い
て
「
蚊
龍
・
赤
蛸
、
姫
鱒
・
噺
離
、
鯛
・
帥
・
憾
・
師
、
局
高
・
勉
・
納
」
と
名
称
を
羅
列
す
る
。
(
川
口
)
招
魂
稿
の
東
方
描
写
は
五
聯
一
O
句
四
七
字
、
南
方
描
写
は
五
聯
一
二
句
六
O
字
、
北
方
描
写
は
三
聯
六
句
二
九
字
で
あ
る
。
(
初
)
藤
野
氏
は
、
招
魂
鰐
の
「
流
沙
千
里
」
と
大
招
篇
「
流
沙
務
洋
洋
」
を
共
通
す
る
「
怪
奇
」
と
し
て
挙
げ
る
。
(
幻
)
王
逸
は
「
洋
洋
、
無
涯
貌
也
ロ
」
と
述
べ
る
。
三
字
の
形
状
語
に
つ
い
て
は
、
竹
治
貞
夫
氏
、
注
5
前
掲
書
、
五
七
四
頁
以
降
を
参
照
の
こ
と。
(
幻
)
王
逸
注
「
西
方
有
神
、
其
状
猪
頭
縦
日
」
(
幻
)
王
逸
注
は
「
手
足
長
爪
、
出
歯
倍
牙
」
と
述
べ
、
「
長
き
爪
に
牙
を
偲
し
」
と
解
釈
す
る
。
黄
霊
庚
『
楚
辞
章
句
疏
謹
』
(
中
華
書
局
、
ニ
O
O七
年
)
は
「
倍
牙
」
を
、
「
歯
を
唇
の
外
に
出
す
」
の
意
と
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
「
爪
を
長
く
し
、
歯
を
剥
く
」
と
解
釈
で
き
る
。
(μ)
洪
興
祖
『
補
注
』
は
「
『
山
海
経
』
、
西
北
海
之
外
、
有
章
尾
山
、
有
神
、
身
長
千
里
、
人
商
蛇
身
而
赤
、
是
燭
九
陰
、
是
調
燭
龍
D
疑
此
迷
龍
即
燭
龍
也
」
と
述
べ
る
。
洪
興
祖
が
引
用
し
て
い
る
の
は
「
山
海
経
』
の
海
外
北
経
お
よ
び
大
荒
北
経
で
あ
る
。
(
お
)
『
補
注
」
所
械
の
王
逸
注
「
凝
凝
、
水
凍
貌
也
。
」
20 
(
鉛
)
『
補
注
』
所
載
の
王
逸
注
「
北
極
、
太
陰
之
中
、
空
虚
之
慮
也
。
」
(
幻
)
藤
野
氏
は
、
招
魂
篇
の
「
魂
今
一
間
来
、
北
方
不
可
以
止
些
。
増
泳
峨
峨
、
飛
雪
千
里
些
。
」
と
、
大
招
篇
の
「
魂
摩
無
北
、
北
有
寒
山
、
迫
龍
絶
只
。
」
を
引
い
て
、
大
招
篤
が
「
徹
頭
徹
尾
四
三
宮
一
同
句
(
只
を
除
く
)
や
四
言
句
の
単
純
な
句
法
」
で
あ
り
、
招
魂
篇
は
「
表
現
が
複
雑
に
な
り
、
変
化
が
自
由
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
の
例
の
一
つ
と
し
て
い
る
ロ
注
3
前
掲
書
、
二
五
九
頁
。
本
稿
は
二
O
O九
年
一
O
月
三
一
目
、
二
O
O九
年
中
国
・
深
別
楚
辞
学
国
際
学
術
討
論
会
堕
周
原
学
会
第
十
三
届
年
会
(
深
別
大
学
)
で
口
頭
発
表
し
た
「
関
子
《
招
魂
》
与
《
大
招
》
的
四
方
描
写
」
を
、
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
折
に
ご
教
示
を
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
